
〔
ラ
グ
ビ
ー
部
〕

　
卒
業
生
五
人
を
送
り
出
し
た
我
々
は
、
部
員
も
少

な
い
中
で
い
ろ
い
ろ
と
苦
慮
し
た
点
も
あ
る
が
、
一

同
伝
統
の
あ
る
ラ
グ
ビ
上
部
の
再
興
に
火
と
燃
え
る

気
魂
で
、
新
春
の
合
宿
を
は
じ
め
と
し
て
練
鋤
に
励

ん
だ
。
今
こ
こ
に
、
こ
の
一
年
間
を
顧
み
て
そ
の
戦

跡
を
た
ど
っ
て
見
る
と
と
に
す
る
。

○
盛
岡
市
民
体
育
大
会
（
四
月
二
十
六
、
二
十
九
日

　
於
黄
金
ラ
グ
ビ
ー
・
場
）

第
一
回
戦
盛
岡
一
高
と
対
戦

本
　
校
　
2
4

　２４

〃･ｆ'｀匹
／
ｎ
ｙ
　
Ｉ
・
・
‐
　
０

g

‐
‘
c
9

心-、．Ｊ

３
　
盛
岡
一
局

全
員
よ
く
頑
張
り
決
勝
に
進
む
。
決
勝
は
宿
敵
蘇
工

と
対
戦
す
・

本
校
入
門

６

　
６
｝

り
″
・

１

盛
　
工

我
校
は
練
習
が
た
り
な
い
た
め
盛
工
の
重
量
Ｆ
Ｗ
の

下
に
敗
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

○
病
体
巡
Ｑ
八
月
七
、
八
、
九
日
）

於
黄
金
ラ
グ
ビ
ー
場



第
一
回
戦
、
水
沢
高
校
と
対
戦

本
　
校

〆-゛゛¬

８　０

１　１

心･ﾐ．~一ノ

ｏ
　
水
　
沢

レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
二
人
も
今
大
会
に
出
場
が
出
来
な
く

な
っ
て
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
が
と
れ
な
く
、
前
半
意
外

に
苦
戦
し
た
が
後
半
敵
の
Ｔ
Ｂ
セ
ン
タ
ー
が
ポ
ー
ル

を
ハ
ソ
ブ
ル
し
た
の
を
漑
嘴
が
飛
び
込
ん
で
ト
ラ
イ

こ
れ
で
み
ん
な
が
元
気
を
取
り
も
ど
し
二
回
戦
に
勝

ち
進
む
。

第
二
回
戦
盛
岡
農
業
高
と
対
戦

本
．
校
4
1　41

一一

1
5
－
０

2
6
－
０
｀－､､⌒Ｊ

　　０

盛
　
員

対
盛
負
戦
は
今
年
初
め
て
で
選
手
一
同
元
気
よ
く
対

戦
し
た
。
こ
れ
も
4
1
対
ｏ
で
一
蹴
し
て
決
勝
に
進
む

決
勝
黒
沢
尻
工
業
と
対
戦

本
　
校

　３

･･一一４⌒べ

ｏ
　
Ｉ
・
・
Ｉ

e
‘
3
　
‐

10　6

ら-　16

黒

ユ

試
合
開
始
の
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ソ
迄
再
三
せ
ま
り
な
が
ら

も
ト
ラ
イ
を
す
る
事
が
出
来
な
く
遂
に
敵
に
ト
ラ
イ

を
許
し
て
し
ま
っ
た
・
後
半
十
二
分
敵
ゴ
ド
ル
前
で

ペ
ナ
ル
テ
ィ
キ
ッ
ク
を
得
、

1
6
対
３
で
破
れ
た
。

鈴
木
が
ゴ
ー
ル
し
た

ψ
一

カ

　
我
々
は
優
勝
を
目
指
し
て
、
又
も
基
礎
か
ら
猛
練

習
を
姶
め
た
。
そ
し
て
次
の
県
民
体
育
大
会
、
全
国

大
会
へ
と
運
命
を
賭
け
た
。

Ｉ

　
夏
休
み
、
や
が
て
夏
期
合
宿
、
選
手
一
同
お
金
を

犠
牲
に
し
て
鶯
宿
に
て
、
大
学
の
強
豪
で
あ
る
日
天

と
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
界
の
第
一
人
者
保
美
高
と
合

宿
を
行
う
。
起
床
四
時
、
ロ
ソ
ダ
・
ラ
ソ
ニ
ソ
ゲ
、

練
習
、
掃
除
、
朝
食
は
九
時
半
、
。
そ
の
後
は
自
由
時

間
、
午
後
は
二
時
半
よ
り
六
時
半
迄
猛
練
習
。
日
天

及
び
保
美
高
校
と
は
再
度
試
合
も
行
い
、
技
術
的
に

も
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
保

善
高
校
と
の
試
合
結
果
を
記
す
。

本
　
校

｛
。
ａ

こぃ四１

り
｀
り

｜　｜

24 9
｀i一心⌒~

3
3
　
保
　
善

○
十
四
回
県
民
体
育
大
会
予
選
兼
県
民
体
育
大
会
（

　
八
月
二
十
九
日
～
三
十
一
日
）

　
於
黄
金
ラ
グ
ビ
ー
場

第
一
戦
　
盛
岡
工
業
と
対
戦

本
　
校

〃－'゛¬

Ｉ
　
０

１
－
1
2`●･¬=’

４
４

１

ア
ア
、
無
念
、
叉
し
て
も
や
ら
れ
る

　
盛
　
工

・
前
半
互
格
の

戦
い
で
ｏ
対
ｏ
の
均
衡
が
破
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し

我
校
に
不
運
が
お
と
ず
れ
た
。
二
十
一
分
長
谷
川
が

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
突
進
す
る
と
敵
の
タ
ッ
ク
ル
に
合

い
足
首
を
骨
折
、
気
丈
に
も
立
ち
上
っ
て
戦
列
に
参

加
し
よ
う
と
し
た
が
だ
め
だ
っ
た
。
二
十
四
分
我
軍

は
二
十
五
ヤ
ー
ド
ラ
イ
ソ
上
に
ス
ク
ラ
ム
、

盛
工
に

ポ
ー
ル
が
出
た
。
ハ
ー
ー
フ
、
ス
ク
ソ
ド
オ
フ
ヘ
と
ポ

Ｉ

ル
が
渡
り
敵
ウ
ィ
ソ
ン
グ
が
右
す
み
に
ト
ラ
イ
す

る
後
半
に
入
り
十
四
人
で
精
一
ぱ
い
頑
張
っ
た
が
再

び
敗
れ
た
。

○
第
四
十
回
全
国
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会
岩
手
県
予

　
選
（
十
一
月
十
五
日
～
十
六
日
於
）

　
黄
金
ラ
グ
ビ
ー
場

第
一
回
戦
　
黒
決
尻
工
業
と
対
戦

本
　
校

心

１

０

ｌ

／
０

心～〃

1
5
　
黒
　
工

あ
あ
、
何
と
い
う
不
運
だ
。
夢
に
ま
で
見
た
「
大
阪

西
の
宮
」
へ
の
宿
願
も
つ
い
に
去
っ
た
。
こ
の
月
の

黄
金
ラ
グ
ビ
ー
場
は
朝
か
ら
豪
雨
で
ダ
ラ
ソ
ド
は
、

靴
を
没
す
る
水
溜
が
多
く
最
悪
の
コ
ソ
デ
ョ
ソ
で
あ

っ
た
が
試
合
は
進
め
ら
れ
た
。
黒
工
の
重
量
の
あ
る

Ｆ
Ｗ

た

　○

に
押
さ
れ
、
策
の
ほ
ど
こ
す
こ
と
も
な
く
破
れ

今
我
々
は
卒
業
の
日
を
間
近
に
し
春
以
来
の
試

合
や
練
習
の
苦
し
か
っ
た
当
時
の
事
が
色
々
と
追
憶

さ
れ
る
ゃ
ｋ
勝
の
栄
冠
も
得
ず
去
る
こ
と
は
全
く
さ

び
し
い
思
い
で
あ
る
。
し
か
し
い
つ
の
日
か
後
輩
諸

君
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
事
を
、
信
じ
な
が
ら
我
等
は

去
っ
て
行
く
・
最
後
に
我
々
を
こ
れ
ま
で
育
て
て
く

れ
た
戸
崎
先
生
路
先
輩

に
深
く
感
謝
致
し
ま
す

（
脹
嘴
記
）



（
今
年
の
陣
容
）

　
部
長
兼
監
督

主

将

（
Ｆ
Ｗ
）
藤
村

　
　
　
　
村
木

『
１

‐
ｒ
‐
ｒ
／

　
墜
∇

　
満
④

哲
夫
③

嘴荊

　正

章夫

　
　
　
　
曝
沢
　
喜
蔵
③

　
　
　
　
村
井
健
二
郎
⑧

（
Ｈ
Ｂ
）
小
川
洋
一
郎
③

（
Ｔ
Ｂ
）
赤
沢
　
昭
二
③

　
　
　
　
長
谷
川
哲
吾
①

（
Ｆ
Ｂ
）
中
村
　
義
男
④

（
補
）
　
佐
々
木
忠
男
②

　
　
　
　
和
野
征
二
郎
③

　
　
　
　
玉
山
　
耕
土
①

　
　
　
　
宮
崎
　
　
昇
①

福
島
　
裕
也
④

佐
藤
　
勝
彦
⑧

吉
崎
寛
四
郎
③

唐
嘴
　
　
章
③

鈴
木
　
輝
紀
③

米
決
　
房
男
③

佐
々
木
蜻
則
④

工
勝
二
化
則
⑧

沢
口
　
和
雄
③

佐
藤
　
昭
宏
①

飯
高
　
　
勲
①
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